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（（ 　『碁太平記白石噺』第六「浅草の段」の異本二種（解題と翻刻）

　

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
江
戸
外
記
座
で
初
演
さ
れ
た
浄
瑠
璃
『
碁
太
平
記

白
石
噺
』（
全
十
一
段

（
1
（

）
は
、
同
年
九
月
に
大
坂
北
堀
江
市
の
側
芝
居
豊
竹
此
吉

座
で
五
つ
の
段
が
抜
粋
上
演
さ
れ
、
続
い
て
翌
十
年
（
天
明
元
年
）
春
に
同
座
で

全
段
（
十
二
段

（
（
（

）
の
通
し
上
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
今
日
の
文
楽
の
伝
承
（
特

に
第
七
の
「
新
吉
原

（
3
（」）

に
お
い
て
は
、
大
坂
で
改
訂
さ
れ
た
本
文
が
伝
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
作
の
作
者
は
江
戸
初
演
時
の
丸
本
に
記
載

さ
れ
た
「
浄
瑠
璃
作
者
連
名
」
に
よ
っ
て
、
珍
し
く
合
作
の
分
担
ま
で
わ
か
っ
て

い
る
が
、
執
筆
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
紀き

の
じ
ょ
う
た
ろ
う

上
太
郎
（
三
井
家
の
南
家
四
代
高た

か
な
り業

）

と
烏う

亭て
い

焉え
ん

馬ば

で
、
そ
の
う
ち
生
粋
の
江
戸
っ
子
で
あ
っ
た
烏
亭
焉
馬
の
執
筆
し

た
第
六
（
浅
草
）・
第
七
（
新
吉
原
）
が
、
江
戸
を
舞
台
に
し
た
場
面
で
も
あ
り
、

当
地
の
通
言
や
風
俗
描
写
が
多
く
、
大
坂
の
上
演
に
お
い
て
は
大
き
く
書
き
替
え

ら
れ
た
段
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
大
坂
改
訂
本
文
は
丸
本
と
し
て
は
刊
行
さ
れ
ず
、
い
く
つ
か
の
段
が
抜
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
だ
け
な
の
で
、
全
段
に
つ
い
て
そ
の
本
文
が
確
認
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
大
坂
初
演
時
に
刊
行
さ
れ
た
六
行
抜
本

は
、
第
四
（
田
植
）・
第
五
（
逆
井
村
）・
第
七
（
新
吉
原
）・
同
（
掛
合
）・
第
八

（
碁
）・
同
（
屋
舗
）・
第
十
一
（
紺
屋
口
）・
同
（
同
切
）
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
チ
ャ
リ
場
の
第
六
（
浅
草
）
に
つ
い
て
は
、
初
演
当
時
に
は
抜

本
と
し
て
刊
行
さ
れ
ず
、
十
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
五
行
抜
本
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
。
し
か
し
そ
の
現
存
本
は
多
く
な
い
と
思
わ
れ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中

で
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
か
つ
そ
の
本
文
は
初
演
本
文
と
も
、
文

楽
現
行
本
文
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
作
の
伝
承
に
つ
い
て
考
え

る
材
料
と
し
て
、
こ
こ
に
紹
介
し
、
全
文
を
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

ま
た
併
せ
て
、
近
世
後
期
に
お
け
る
淡
路
座
の
同
段
上
演
本
文
を
紹
介
す
る
こ

と
に
し
た
い
。
淡
路
座
が
使
用
し
た
床
本
は
、
近
代
以
降
の
も
の
が
多
く
残
っ
て

い
る
が
、
江
戸
時
代
の
写
本
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
こ
こ
に
紹
介
す
る
写
本
「
碁

太
平
記
白
石
噺
」
は
、
天
保
期
に
作
成
さ
れ
た
珍
し
い
本
で
、
第
六
だ
け
で
な
く
、

当
時
淡
路
座
に
お
け
る
同
作
通
し
上
演
の
本
文
を
収
録
し
た
本
と
推
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
第
七
（
現
行
の
切
場
の
部
分
）
に
つ
い
て
は
大
坂
の
抜
本
と
同
じ
本

文
で
あ
る
が
、
第
六
の
本
文
は
、
江
戸
の
原
作
、
大
坂
の
五
行
抜
本
、
文
楽
現
行

本
文
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
ち
ら
も
第
六
の
み
翻
刻
し
て
、
参
考
の

た
め
併
録
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
第
六
「
浅
草
の
段
」
の
異
本
二
種
（
解
題
と
翻
刻
）

久
　
堀
　
裕
　
朗

（『文学史研究』61号　（0（1. 3）
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以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
情
報
を
、【
底
本
】【
書
誌
】【
内
容
】【
成
立
・
備

考
】
に
分
け
て
詳
述
す
る
。

五
行
抜
本
「
碁
太
平
記
白
石
噺 

六
冊
目　

浅
草
寺
の
段
」

【
底
本
】
架
蔵
。

【
書
誌
】
五
行
抜
本
。
半
紙
本
全
二
十
丁
。
版
元
「
大
阪
心
斎
橋
南
江
五
丁
目
／

佐
々
井
治
郎
右
エ
門
」。「
浅あ

さ
く
さ
で
ら

草
寺
の
段だ

ん

／
碁ご

太た
い

平へ
い

記き

白し
ら

石い
し

噺ば
な
し

　

六
冊
目
」（
前
表

紙
）。
内
題
「
碁
太
平
記
白
石
噺　

六
つ
目
」。
終
丁
丁
付
「
白
石
六　

廿
一
了
」。

【
内
容
】
江
戸
の
原
作
で
は
大
道
芸
人
の
ど
じ
ょ
う
（
当
時
江
戸
に
実
在
）
が
活

躍
す
る
が
、
こ
の
抜
本
で
は
ど
じ
ょ
う
が
登
場
せ
ず
、
代
わ
り
に
閣か

く
ぜ
ん然

と
い
う
坊

主
を
登
場
さ
せ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
以
下
に
梗
概
を
記
す
。

　

浅
草
寺
門
前
。
参
詣
に
来
て
い
た
吉
原
の
妓
楼
大
福
屋
の
亭
主
惣
六
は
、
寺
に

用
事
が
あ
る
た
め
、
連
れ
て
い
た
幇
間
の
五
町
と
茶
店
前
で
別
れ
る
。
五
町
が
茶

店
で
休
ん
で
い
る
と
、
怪
し
げ
な
坊
主
が
通
り
、
茶
店
の
主
人
と
争
い
に
な
る
。

そ
の
坊
主
閣
然
と
顔
見
知
り
で
あ
っ
た
五
町
は
仲
裁
し
て
争
い
を
と
ど
め
、
閣
然

に
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
言
い
、
二
人
は
茶
店
の
内
へ
入
る
。

　

そ
こ
に
、
吉
原
で
遊
女

に
な
っ
た
姉
を
訪
ね
て
奥

州
か
ら
出
て
き
た
お
の
ぶ

が
通
り
か
か
る
。
お
の
ぶ

と
参
詣
人
と
の
や
り
と
り

を
窺
っ
て
い
た
女
衒
の
観

九
郎
が
現
れ
、
お
の
ぶ
を

騙
し
て
連
れ
て
行
こ
う
と

表紙

す
る
が
、
惣
六
が
出
て
そ
れ
を
と
ど
め
、
観
九
郎
に
五
十
両
を
渡
し
て
お
の
ぶ
を

助
け
、
吉
原
に
伴
っ
て
帰
る
。

　

大
金
を
得
た
観
九
郎
が
喜
ん
で
い
る
と
、
茶
店
か
ら
五
町
が
出
て
く
る
の
で
木

陰
に
隠
れ
る
。
五
町
は
通
り
か
か
っ
た
飛
脚
が
「
後
醍
醐
天
皇
の
御
宸
筆
」
を
届

け
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
知
る
と
、
飛
脚
を
殺
し
て
状
箱
を
奪
う
。
そ
こ
に
男
が

や
っ
て
き
て
五
町
に
借
金
の
返
済
を
迫
る
。
五
町
が
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
観
九

郎
が
出
て
、
五
町
の
持
つ
「
御
宸
筆
」
を
質
物
に
取
っ
て
五
町
に
五
十
両
を
貸
す
。

五
町
は
死
骸
を
担
い
で
そ
の
場
を
立
ち
去
る
。
観
九
郎
は
三
百
両
の
品
を
得
た
と

喜
ぶ
が
、
状
箱
の
中
を
確
か
め
る
と
先
月
終
わ
っ
た
富
の
札
の
み
。
飛
脚
と
金
貸

し
は
、
実
は
五
町
の
一
味
の
男
た
ち
で
、
す
べ
て
観
九
郎
を
騙
す
た
め
の
五
町
ら

の
芝
居
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
そ
の
間
に
閣
然
が
寺
の
祠
堂
金
百
両
を
盗
ん
で
お
り
、
観
九
郎
は
更
に
閣

然
に
騙
さ
れ
て
そ
の
罪
ま
で
着
せ
ら
れ
、
寺
僧
に
追
わ
れ
て
逃
げ
て
い
く
。

【
成
立
・
備
考
】
前
述
の
通
り
、
大
坂
初
演
時
に
第
六
の
抜
本
は
刊
行
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
寛
政
七
年
版
・
文
化
三
年
再
版
『

五
行

六
行

浄
瑠
理
外
題
目
録
』

に
段
名
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
同
目
録
に
収
録
さ
れ
る
本
作
の
六

行
抜
本
は
「
四
冊
目　

田
う
へ
の
だ
ん
」「
五
冊
目　

逆
井
む
ら
」「
七
冊
目　

新

よ
し
は
ら
」「
七
冊
目
切　

か
け
合
」「
八
冊
目
口　

碁
の
段
」「
八
冊
目
切　

屋

舗
の
段
」「
九
冊
目　

敵
討
の
だ
ん
」「
十
一
冊
目　

紺
屋
の
段　

口
／
切
」
で
あ

り
、
こ
の
う
ち
六
つ
の
段
の
抜
本
（
西
宮
新
六
・
佐
々
井
治
郎
右
衛
門
版

（
（
（

）
の
現

存
が
『
義
太
夫
年
表 

近
世
篇

（
（
（

』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
指
摘
の
な
い
「
四
冊
目
」

「
七
冊
目
切
」「
九
冊
目
」
も
お
そ
ら
く
初
演
時
に
開
版
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

同
目
録
の
文
化
三
年
版
第
二
次
改
修
本
の
「
五
行
床
本
目
録
」
に
も
六
冊
目
は
収

録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
紹
介
す
る
五
行
抜
本
「
浅
草
寺
の
段
」
は
、
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同
改
修
本
刊
行
の
上
限
で
あ
る
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
月
以
降
の
開
版
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（
6
（

。

　

一
方
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
版
『

五
行

四
行

浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
に
は
「
五
行
床

本
目
録
」
の
「
豊
竹
之
部
」
に
「
同
（
白
石
噺
）　

六
冊
目　

浅
草
ノ
段
」
が
載

る
こ
と
か
ら
、
同
五
行
抜
本
は
遅
く
と
も
嘉
永
三
年
以
前
の
開
版
で
あ
る
。
ま
た

同
目
録
版
行
時
、
佐
々
井
の
住
所
は
「
堂
島
中
三
丁
目
」（
奥
付
）
で
あ
っ
た
が
、

同
五
行
抜
本
で
は
「
心
斎
橋
南
江
五
丁
目
」
と
な
っ
て
い
る
。
弘
化
三
年
（
一
八

四
六
）
九
月
以
前
刊
行
の
再
刊
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
で
は
既
に
佐
々
井
の
住
所

が
堂
島
に
変
わ
っ
て
い
る
か
ら

（
7
（

、
抜
本
の
開
版
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
8
（

。

以
上
を
総
合
し
て
、
一
応
こ
こ
で
は
同
五
行
抜
本
の
開
版
を
文
化
十
二
年
以
降
、

弘
化
三
年
以
前
（
一
八
一
五
～
一
八
四
六
）
と
推
定
し
て
お
く
。

　

次
に
段
名
に
着
目
す
る
と
、
第
六
の
段
名
は
近
世
期
に
お
い
て
は
「
浅
草
」
が

普
通
で
、「
浅
草
寺
」
と
す
る
の
は
近
代
を
通
じ
て
も
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

三
月
稲
荷
境
内
芝
居
興
行
（「
浅
草
寺
の
段
」「
新
よ
し
原
の
段
」
の
上
演
）
の
一

度
き
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
興
行
と
の
関
連
を
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
問
題

は
番
付
の
役
名
と
一
致
し
な
い
点
で
あ
る
。
当
該
番
付
に
は
「
ど
じ
や
う
」
の
記

載
が
あ
る
一
方
、
五
町
や
閣
然
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
興
行
と
の

関
連
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
し
て
お
く
し
か
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
付
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
抜
本
開
版

時
と
は
別
に
、
こ
の
収
録
本
文
が
い
つ
創
作
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
抜
本
の
開
版
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
だ
が
、
こ
の
本
文
の
成
立
は
お
そ
ら

く
そ
の
時
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
閣
然
と
い
う
坊
主
が
登
場
す
る
そ

の
内
容
は
、
大
坂
初
演
の
絵
尽
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
該
絵
尽

（
9
（

を
参

照
す
る
と
、
浅
草
の
段
の
部
分
に
「
か
く
ぜ
ん
五
十
両
の
か
ね
を
ぬ
す
み
貫
九
郎

を
た
ば
か
り
と
か
を
ぬ
ら
ん
と
た
く
む
」
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
盗
ん
だ
金
額

（
五
十
両
か
百
両
か
）
の
違
い
は
あ
る
が
、
閣
然
が
登
場
す
る
点
や
、
盗
み
の
罪

を
観
九
郎
に
着
せ
る
点
で
五
行
抜
本
と
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
五
行
抜
本
は

十
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
創
作
さ
れ
た
本
文
で
は
な
く
、
大
坂
初
演
本
文
を
受
け

継
い
だ
も
の
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
本
作
の
上
演
史
を
辿
っ
て
も
、
番

付
に
閣
然
の
名
は
見
当
た
ら
ず
、
逆
に
ど
じ
ょ
う
の
名
の
方
が
散
見
さ
れ
る
。
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
、
実
際
の
上
演
で
は
、
原
作
か
ら
ど
じ
ょ
う
が
活
躍
す
る
場
面

を
適
宜
抜
い
て
ま
と
め
た
、
現
行
文
楽
の
よ
う
な
台
本
が
優
勢
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
実
際
に
こ
の
抜
本
の
本
文
で
上
演
さ
れ
た
機
会
が
あ
る
の

か
、
な
ぜ
十
九
世
紀
に
入
っ
て
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
か
な
ど
不
明
な
点
が
多
い

が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

写
本
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
よ
り
「
第
六　

浅
草
の
段
」

【
底
本
】
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
蔵
〔
片
山
家
（
喜
）
〇
三
一
〕

【
書
誌
】
七
行
写
本
。
半
紙
本
全
百
二
十
丁
。
書
題
簽
「

姉
は
宮
城
野

妹
は
し
の
ぶ

碁
太
平
記
白
石

噺
」。
冒
頭
に
「
式
三
番
」
二
丁
、「
口
上
」
一
丁
を
収
録
。
三
丁
表
に
内
題
「
碁

太
平
記
白
石
噺
」。
最
初
の
段
（
吉
野
内
裏
）
に
段
名
は
な
く
、
以
下
「
第
二　

明
神
ノ
森
の
段
」「
第
三　

石
堂
館
の
段
」「
第
四　

田
植
の
段
」「
第
五　

逆
井

村
の
段
」「
第
六　

浅
草
の
段
」「
第
七　

新
吉
原
の
段
」「
第
八　

屋
舗
の
段
」

「
第
九　

扇
か
谷
の
段
」
を
収
録
。
終
丁
裏
に
奥
書
「
天
保
四
巳
十
月
吉
日
／
淡

州
津
名
郡
志
筑
浜
村
連
堵
田
中
屋
（
印
）」。

【
内
容
】
大
福
屋
惣
六
と
五
町
の
や
り
と
り
か
ら
始
ま
り
、
以
下
原
作
を
適
宜
簡

略
化
し
た
台
本
だ
が
、
ど
じ
ょ
う
が
地
蔵
に
化
け
る
く
だ
り
を
略
し
て
い
る
点
が



『碁太平記白石噺』第六「浅草の段」の異本二種（解題と翻刻）　 （8 

五
行
抜
本
と
同
様
で
あ
る
。
最
後
に
五
町
ら
に
騙
さ
れ
た
観
九
郎
が
御
宸
筆
の
箱

を
開
け
る
と
、
富
の
札
の
他
に
「
た
ば
か
り
申
一
札
の
事
」
と
書
か
れ
た
証
文
が

入
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
読
む
く
だ
り
が
あ
る
が
、
そ
こ
が
こ
の
本
文
の
独
自
な
点

と
言
え
る
。

【
成
立
・
備
考
】
こ
の
写
本
は
淡
路
座
の
一
つ
、
志
筑
中
田
村
の
淡
路
源
之
丞
座

の
座
本
の
家
に
伝
わ
っ
た
本
で
あ
る
（
寄
贈
者
片
山
喜
晴
氏
の
祖
父
が
淡
路
源
之

丞
座
最
後
の
座
本
）。
但
し
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
盛
ん
に
活
動
し
た
淡
路
源
之

丞
座
（
前
身
が
志
筑
源
之
丞
座
・
上
野
源
左
衛
門
座
）
の
発
祥
に
つ
い
て
は
詳
し

く
わ
か
ら
ず
、
こ
の
写
本
が
作
成
さ
れ
た
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
天
保
十
二
年
に
津
名
郡
に
人
形

座
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
お
り

（
（注
（

、
天
保
期
に
中
田
村
に
人
形
座
が

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
こ
の
写
本
の
奥
書
に
は
「
淡
州
津
名
郡
志
筑
浜
村
連
堵
田
中
屋
」
と
書

か
れ
て
お
り
、
志
筑
浜
村
は
中
田
村
の
隣
村
、「
連
堵
田
中
屋
」
は
不
詳
な
の
で
、

直
接
人
形
座
関
係
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

写
本
に
は
書
誌
の
項
目
に
記
し
た
よ
う
に
、「
式
三
番
」
と
「
口
上
」
が
収
録
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
興
行
初
日
の
冒
頭
に
三
番
叟
を
奉
納
し
、
次
に
座
本
が
口
上

が
述
べ
る
と
い
う
淡
路
座
の
上
演
形
式
に
一
致
し
て
い
る
。
参
考
に
そ
の
「
口

上
」
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

東
西
〳
〵
。
高
ふ
は
こ
さ
り
升
れ
ど
是
よ
り
一
寸
御
断
を
申
上
ま
す
。
当
国

益
御
繁
昌
に
付
。
立
会
興
行
被
仰
付
被
下
升
段
。
座
本
下
手
村
恵
全
之
丈
義

は
。
申
上
る
に
及
ま
せ
す
。
大
夫
。
沢
竹
新
大
夫
。
竹
本
勇
大
夫
。
同
寿
元

大
夫
。
豊
竹
与
三
大
夫
。
同
日
野
大
夫
。
同
万
大
夫
。
西
谷
茂
大
夫
。
沢
竹

田
納
大
夫
。
三
味
線
豊
沢
豊
吉
。
柏
沢
伝
三
郎
。
島
沢
虎
吉
。
勝
沢
勝
之
丈
。

其
外
惣
座
中
如
何
計
大
慶
に
奉
存
升
。
扨
御
祝
儀
の
式
三
番
目
出
度
相
済
。

御
慰
に
語
升
浄
瑠
理
の
外
題
。
東
西
。
と
ふ
お
ふ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
ざ
い
。
と

ふ
ざ
い
。
増
補
碁
太
平
記
白
石
噺
。
今
宵
大
序
よ
り
五
つ
目
逆
井
村
大
切
迄

相
勤
明
晩
早
々
六
つ
目
よ
り
九
つ
目
敵
討
迄
。
無
幕
に
相
勤
御
覧
に
入
升
る

様
に
御
ざ
り
升
。
事
始
り
升

シ
て
も
ご
ざ
り
ま
せ
う
な
ら
。
隅
か
ら
隅
迄
御

神
妙
に
御
聞
の
程
奉
希
升
。
弥
増
補
碁
太
平
記
白
石
噺
。
大
序
始
り
。
サ
ア

左
様
。

立た
て
が
い会

（
素
人
が
、
あ
る
一
つ
の
外
題
を
通
し
て
語
る
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
に
雇

わ
れ
た
形
で
口
上
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
座
本
の
「
下
手
村
恵
全
之
丈
」（「
上

村
源
之
丞
」
な
ど
を
意
識
し
た
も
じ
り
か
）
は
も
ち
ろ
ん
架
空
の
名
で
、
太
夫
・

三
味
線
も
実
在
し
な
い
の
か
も
し
れ
ず
、
戯
文
的
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
口
上
の
形
式
は
徳
島
県
立
文
書
館
酒
井
家
文
書
に
記
録
さ
れ
た
淡

路
座
の
口
上
と
一
致
し
て
お
り

（
（（
（

、
実
際
の
淡
路
座
の
口
上
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
本
に
収
録
さ
れ
た
浄
瑠
璃
本
文
も
、
当
時
の
淡
路
座
の
上
演
本
文

を
反
映
し
た
も
の
（
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
も
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
）
と

推
定
さ
れ
る
。
何
よ
り
こ
こ
に
紹
介
す
る
第
六
の
本
文
が
、
単
に
丸
本
・
抜
本
を

写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
右
の
口
上

で
「
増
補
碁
太
平
記
白
石
噺
」
を
「
五
つ
目
」
ま
で
の
前
半
と
、「
六
つ
目
」
か

ら
の
後
半
に
分
け
て
二
晩
で
上
演
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
淡
路
座
で
は
昼
芝
居

に
加
え
て
「
夜よ

芝
居
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
刊
の
滑
稽

本
『
狂
言
田
舎
操
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
こ
う
し
た
内
容
も
、
実
際
の

上
演
に
倣
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
天
保
四
年
写

本
は
、
当
時
の
淡
路
座
の
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
上
演
本
文
を
反
映
し
た
資
料
と

し
て
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
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注

（
1
）
初
演
当
初
十
一
段
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
神
楽
岡
幼
子
氏

「「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
上
演
形
態
に
つ
い
て
─
黄
表
紙
を
資
料
に
し
て
─
」

（『
百
舌
鳥
国
文
』
第
七
号
、
一
九
八
七
年
十
月
、
後
に
『
歌
舞
伎
文
化
の
享

受
と
展
開
─
観
客
と
劇
場
の
内
外
─
』〈
八
木
書
店
〉
所
収
）
や
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
『
浄
瑠
璃
集
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
十
月
）
の
解
説
（
大
橋

正
叔
氏
執
筆
）
な
ど
参
照
。

（
（
）
大
坂
で
の
上
演
で
は
、
第
八
（
宇
治
上
悦
屋
敷
・
扇
が
谷
敵
討
）
を
二
段

に
分
け
る
の
で
、
全
十
二
段
と
な
る
。

（
3
）
現
行
で
は
「
新
吉
原
揚
屋
の
段
」
と
さ
れ
る
が
、「
揚
屋
」
と
い
う
段
名
の

初
出
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
大
坂
御
霊
境
内
芝
居
興
行
で
、
定
着
す

る
の
は
明
治
半
ば
以
降
で
あ
る
。
宮
城
野
を
抱
え
て
い
る
大
福
屋
（
大
黒
屋
）

が
舞
台
に
な
る
の
で
、
本
来
は
揚
屋
で
は
な
い
。

（
（
）
佐
々
井
の
住
所
が
「
大
坂
長
堀
白
髪
橋
北
へ
入
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

初
演
当
時
の
も
の
。
例
え
ば
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵
「
鶴
澤
清
六
遺
文
庫

二
四
八
」
な
ど
。
大
阪
市
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
可
能
。

な
お
佐
々
井
の
住
所
の
変
遷
に
つ
い
て
は
神
津
武
男
氏
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』

（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）
六
七
頁
参
照
。

（
（
）『
義
太
夫
年
表 

近
世
篇
』
第
一
巻
（
八
木
書
店
、
一
九
七
九
年
十
一
月
）

五
六
八
頁
。

（
6
）『

五
行

六
行

浄
瑠
理
外
題
目
録
』
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
神
津
氏
前
掲
書
「
江
戸
初

演
作
品
板
木
の
移
譲
経
過
」
に
詳
し
い
。
同
書
二
五
九
頁
注
（
3（
）
な
ど
参

照
。
文
化
十
二
年
十
月
は
同
目
録
の
版
元
の
一
つ
天
満
屋
安
兵
衛
の
住
所
移

本⽂末尾（120 ウ） ⼝上（３オ）

本⽂冒頭（５オ）

表紙

式三番（１オ）



『碁太平記白石噺』第六「浅草の段」の異本二種（解題と翻刻）　 （0 

転
時
期
。

（
7
）
正
確
に
は
奥
付
に
「
大
坂　

佐
々
井
治
郎
右
衛
門
版
／
同
堂
島
新
地
中
三

町
目　

榎
並
屋
久
蔵
版
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
井
の
住
所
が
明
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
榎
並
屋
と
並
ん
で
「
堂
島
新
地
中
三
丁
目
」
に

な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
再
刊
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
の
刊
行
や
榎
並
屋
久
蔵
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

神
津
氏
前
掲
書
「
最
後
の
浄
瑠
璃
板
元
・
加
島
屋
竹
中
清
助
」
二
八
六
頁
注

（
6
）
参
照
。

（
9
）
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
〔ロ

18-0001（-0（F

〕
な
ど
参
照
。
同
館
近

世
芝
居
番
付
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
。

（
10
）『
伝
統
芸
能
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
』（
兵
庫
県
三
原
郡
三
原
町
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
一
年
三
月
）
二
〇
二
頁
参
照
。

（
11
）
拙
稿
「
徳
島
県
立
文
書
館
寄
託
「
酒
井
家
文
書
」
の
淡
路
座
興
行
記
録
」

（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
第
四
十
一
号
、
二
〇
一
五
年
五
月
）
参
照
。

【
付 

記
】
写
本
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
翻
刻
、
図
版
の
掲
載
に
当
た
っ
て
は
、

南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
に
御
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿
はJSPS

科
研
費
（
課
題
番
号19K

003（6
）
の

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

翻
刻
凡
例

　

そ
れ
ぞ
れ
底
本
に
忠
実
な
翻
刻
を
期
し
た
が
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
、
以
下
の

よ
う
な
処
置
を
施
し
た
。

一
、
各
底
本
に
は
段
落
が
な
い
が
、
曲
節
等
を
考
慮
し
て
適
宜
改
行
し
た
。

一
、 

句
読
点
は
底
本
の
通
り
、
語
り
の
息
継
ぎ
を
示
す
句
点
の
み
「
。」
を

代
用
し
て
記
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、 

反
復
記
号
は
原
則
と
し
て
底
本
の
通
り
と
し
た
。
但
し
平
仮
名
は

「
ゝ
」、
片
仮
名
は
「
ヽ
」、
漢
字
は
「
々
」
と
し
た
。

一
、 

墨
譜
は
省
略
し
た
が
、
文
字
譜
は
底
本
の
通
り
、
本
文
中
の
適
切
と
思

わ
れ
る
位
置
に
挿
入
し
た
。
な
お
「
ウ
」
と
「

」
は
区
別
し
て
い
な

い
。

一
、
会
話
・
独
白
・
心
内
語
に
相
当
す
る
部
分
を
「　
　

」
で
括
っ
た
。

一
、
丁
移
り
の
箇
所
は
本
文
中
の
（　
　

）
に
実
丁
数
で
示
し
た
。

五
行
抜
本
「
碁
太
平
記
白
石
噺　

六
冊
目　

浅
草
寺
の
段
」

　

碁
太
平
記
白
石
噺　

六
つ
目

地
ハ
ル
尊た

つ
と

さ
は
奥お

く

深ふ
か

き
よ
り
浅あ

さ

草く
さ

の
。
ウ
門

ン
か
ら
光ひ

か

る
中
御み

仏
ケ

の
キ
ン
ヲ
ク
リ
誓ち

か

ひ

の
。
糸
に
引

カ
れ
く
る
。
ウ
老ら

う

若に
や
く

ハ
ル
男な

ん

女に
よ

打
チ

む
れ
に
中
フ
シ
参さ

ん

詣け
い

た
へ
間
な
か
り

け
り
。

地
色
参
り
下げ

向か
う

の
其
中

カ
に
男
付

キ
な
ら
（
1
オ
）
気き

立
テ

な
ら
。
人

ト
付

キ
合

イ
も
吉よ

し
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原は
ら

に
名
も
大
福ふ

く

屋
の
中
惣
六
が
。
ウ
跡
に
付

キ
添そ

ふ

牽た
い

頭こ

の
五ご

町て
う

。
ハ
ル
い
こ
か
は
フ
シ

来
る
茶
店
の
前
。

「
詞
イ
ヤ
申

シ
惣
六
様
。
何

ン
と
い
か
い
参
り
じ
や
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
い
」。「
さ
れ

ば
い
の
天

ン
気
が
よ
い
故
。
夥

お
び
た
ゝ

し
い
人
の
出で

様や
う

。
ヤ
夫

レ
は
そ
ふ
（
1
ウ
）
と
お

り
や
ち
よ
つ
と
塔だ

つ

中ち
う

へ
寄

ラ
ね
ば
な
ら
ぬ
用
が
有

ル
程
に
。
貴き

様さ
ま

は
先

キ
へ
い
ん
で

も
ら
を
か
い
」。「
ハ
イ
〳
〵
そ
ん
な
ら
私

シ
は
勝か

つ

手て

に
お
先

キ
へ
。
早
ふ
お
帰
り

な
さ
れ
ま
せ
」。「
成

ル
程
後
に
」
と
地
ウ
惣
六
は
。
フ
シ
カ
ヽ
リ
寺し

内な
い

の
方
中
へ
跡
見
送

ク
り
。
ウ
五
町
は
ハ
ル

床し
や
う

几ぎ

に
（
（
オ
）
色
腰こ

し

打
か
け
。「
詞
何

ン
と
御
亭て

い

主し
ゆ

鬧い
そ
が

し
ご

ん
す
か
」。「
ハ
イ
イ
ヤ
モ
目
が
ま
ふ
程
鬧い

そ
が

し
い
で
ご
さ
り
ま
す
。
小
口
は
き
つ

い
砂す

な

ぼ
こ
り
。
も
そ
つ
と
奥
へ
お
這は

入
リ

」
と
。
地
ウ
茶
く
む
火
入

レ
る
て
ん
〳
〵

と
フ
シ
廻

ハ
る
竈か

ま
ど

の
葭よ

し

簀ず

先
キ

。

地
色
ウ
や
ぶ
れ
衣ご

ろ
も

に
ハ
ル
古ふ

る

頭づ

巾き
ん

中
ウ
ノ
ル
経け

う

も
。
そ
こ
（
（
ウ
）
爰
ハ
ル
飛と

び

誦よ
み

の
。
ウ

顔
も
子し

細さ
い

な
は
げ
坊ぼ

う

主ず

。「
ヨ
ミ
詞
仏ぶ

つ

説せ
つ

あ
み
だ
経き

や
う

。
如に

よ

是ぜ

我が

聞も
ん

一い
ち

時じ

仏ぶ
つ

在ざ
い

。
従し

う

是せ

西さ
い

方ほ
う

功く

徳ど
く

荘し
や
う

厳ご
ん

」。「
ア
ヽ
コ
レ
〳
〵
此
鬧い

そ
が

し
い
茶ち

や

店み
せ

の
先

キ
。
手
の
隙ひ

ま

が
な

い
通と

を

り
や
通

フ
つ
て
も
ら
ふ
」。「
だ
ま
れ
。
祖そ

師し

御ご

開か
い

山さ
ん

聖せ
う

人に
ん

。
御
化け

導ど
う

の
御
利り

益や
く

に
て
（
3
オ
）
か
り
や
す
明め

う

樊ば
ん

の
お
座ざ

に
つ
ら
な
り
」。「
ア
ヽ
去

リ
迚
は
通

ら
し
や
れ
。
の
」「
だ
ま
れ
。
だ
ま
つ
て
居
よ
。
ヱ
八
代
目
の
善ぜ

ん

知ち

識し
き

。
膳ぜ

ん

に
居す

は

つ
て
の
た
ま
は
く
」。「
ヱ
ヽ
し
つ
こ
い
坊ぼ

う

主ず

じ
や
通

フ
り
や
い
の
」。「
ヤ
こ
い
つ

が
〳
〵
ア
ノ
推す

い

参さ
ん

慮り
よ
ぐ

外は
い

。
不
埒ら

ち

不
届と

ゞ
き

ふ
ら
す
こ
千

ン
（
3
ウ
）
万

ン
な
や
つ
の
。

何
ン

じ
や
通

フ
り
や
。
身
は
出し

ゆ
つ

家け

じ
や
ぞ
。
ヲ
ヽ
忝

ナ
く
も
仏

ケ
の
体た

い

を
得ゑ

た
る
出

ツ
家
を
と
ら
へ
て
。
通
れ
な
ど
ゝ
は
何
を
ぬ
か
す
う
ず
虫む

し

め
が
」。「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

イ
ヤ
こ
り
や
ゑ
ら
い
た
ん
な
坊ぼ

う

主ず

の
。
何

ン
じ
や
見
り
や
あ
ら
め
の
や
う
な
衣

こ
ろ
も

を
（
（
オ
）
引

ツ
ぱ
り
。
あ
た
ち
よ
こ
ざ
い
な
呼

バ
は
り
。
ず
応お

う

柄へ
い

に
頤

お
と
が
い

あ
い

た
ら
擲た

ゝ

き
な
や
す
ぞ
よ
」。「
ヨ
何

ン
じ
や
此
知ち

識し
き

を
わ
り
や
見
事
擲た

ゝ

き
な
や
す

か
」。「
ヲ
ヽ
望

ミ
な
ら
此
枴お

う
こ

。
ふ
る
ま
ふ
く
ら
へ
」
と
地
ウ
や
ら
腹

ラ
立

チ
。
ハ
ル

た
ゝ
き
か
ゝ
る
を
五
色
町
は
押

サ
へ
て
。「
詞
ア
ヽ
コ
レ
〳
〵
〳
〵
あ
り
や
お
や

つ
（
（
ウ
）
じ
や
は
い
の
。
相

イ
手
に
な
ら
ず
と
よ
し
に
〳
〵
。
イ
ヤ
コ
レ
閣か

く

然ぜ
ん

お
れ
じ
や
は
い
の
」。「
ヤ
ハ
ア
是
は
扨
五
丁
様
か
。
い
つ
間ま

に
」。「
イ
ヤ
さ

つ
き
に
か
ら
あ
そ
こ
に
居
た
が
。
又
し
て
も
〳
〵
よ
ふ
人
と
せ
り
合

フ
わ
ろ
じ

や
は
い
の
」。「
ハ
テ
い
は
い
ざ
い
の
。
譬た

と
へ

衣
は
あ
ら
め
で
有

ラ
ふ
が
。（
（
オ
）

す
る
め
で
有
ふ
が
。
出

ツ
家
は
出

ツ
家
で
ご
ざ
る
は
い
の
。
夫

レ
を
あ
い
つ
が
」。

「
サ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
よ
い
は
い
の
。
夫

レ
は
そ
ふ
と
ち
と
貴き

様さ
ま

に
相そ

う

談だ
ん

を
し
た
い
事
が

あ
る
程
に
。
ち
よ
つ
と
ア
ノ
簾す

だ
れ

の
内

チ
へ
」。「
ハ
ヽ
成

ル
程
。
何

ニ
か
は
し
ら
ね

ど
毎
日
門

ト
へ
参

イ
る
手
の
内
の
旦
那
の
頼

ミ
。
イ
ヤ
こ
（
（
ウ
）
り
や
亭て

い

主し
ゆ

。
ソ

レ
茶
も
た
ば
こ
盆ぼ

ん

も
早
ふ
持

ツ
て
う
せ
い
よ
」。「
ア
ヽ
コ
レ
又
そ
ん
な
事
い
ふ
て

腹
ラ

立
テ

さ
す
の
か
。
サ
ア
〳
〵
こ
ち
へ
」
に
地
ウ
押お

う

柄へ
い

坊ぼ
う

主ず

。
打

チ
連

レ
立

ツ
て
中
入

ル
跡
へ
。
ウ
又
も
む
ら
〳
〵
参さ

ん

詣け
い

人
ン

。
茶
や
か
床し

や
う

フ
シ
几ぎ

に
休や

す

ら
ふ
所
へ
。

順
礼
歌
深

カ
き
科と

が

今
よ
り
後の

ち

は
よ
も
あ
ら
じ
。（
6
オ
）「
詞
コ
レ
サ
申

シ
よ
。
問

イ
た

い
事
が
ご
ざ
り
申

ス
よ
。
あ
の
や
。
吉よ

し

原は
ら

で
名
の
高た

か

い
女ぢ

よ

郎ろ
う

さ
ア
何

ン
と
云

イ
申

ス
。

知
ツ

て
居
め
さ
る
な
ら
お
し
へ
て
く
ん
さ
い
ち
や
ア
」。「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヤ
こ
り
や

ば
つ
と
し
た
尋た

づ

ね
様

フ
。
コ
レ
吉
原
で
名
の
高

カ
い
女
郎
と
計

リ
い
ふ
て
は
し
れ
ぬ
。

夫
レ

は
ア
ノ
何

ニ
屋
の
内

チ
で
名
は
何

ン
（
6
ウ
）
と
い
ふ
ぞ
い
の
」。「
ヱ
ヽ
こ
な

人
は
ナ
。
其
名
を
知

リ
申
せ
ば
そ
れ
さ
ア
へ
行

キ
申

ス
は
よ
。
な
ア
で
も
お
ら
が
姉あ

ね

さ
ア
で
ご
ざ
る
は
ち
や
」。「
ハ
テ
ナ
ア
そ
ん
な
ら
マ
ア
い
ふ
て
み
よ
か
い
。
ノ
ウ

佐
兵
」。「
ヲ
ヽ
夫

レ
々
。
マ
ア
名
の
高

カ
い
と
い
へ
ば
ア
斯か

う

つ
。
マ
ア
丁て

う

子じ

屋
で

丁
山
か
雛ひ

な

鶴づ
る

。
松ま

つ

葉ば

や
で
松
が
へ
。（
7
オ
）
或あ

る
ひ

は
又
扇
屋
で
花
扇
と
い
ふ
て
も

分わ
か

る
ま
い
。
ハ
テ
扨
気き

の
毒ど

く

な
尋た

づ

ね
者
」。「
イ
ヤ
コ
レ
夫

レ
は
爰
ら
で
尋た

づ

ね
ふ
よ

り
。
吉
原
へ
い
て
の
。
お
ら
が
姉
さ
ア
爰
ら
に
お
ら
な
い
か
と
。
一い

つ

軒け
ん

〳
〵
尋
ね
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て
廻
る
が
い
つ
ち
よ
か
ろ
。
見
り
や
小
み
め
よ
い
娘
の
子
。
独ひ

と
り

旅た
び

じ
や
（
7
ウ
）

そ
ふ
な
い
ぢ
ら
し
い
。
ア
ヽ
不
便

ン
や
」
と
地
ハ
ル
夕ゆ

う

間ま

ぐ
れ
キ
ン
鐘か

ね

は
中
上う

へ

野の

か
ハ
ル

浅あ
さ

草く
さ

通
り
。
フ
シ
思
ひ
〳
〵
に
別

カ
れ
行
。

地
色
ウ
し
ゞ
う
を
後う

し
ろ

に
肝き

も

煎い
り

観く
は
ん

九
郎
。
ハ
ル
猫ね

こ

撫な
で

声
に
「
コ
レ
〳
〵
姉
爰
へ
お

じ
や
〳
〵
。
わ
が
み
や
ア
ノ
姉
を
尋

ネ
る
の
じ
や
そ
ふ
な
が
。
其
姉
に
お
れ
が

逢
ハ

し
て
（
8
オ
）
や
ろ
か
」。「
ヱ
ヽ
何

ン
と
い
ひ
め
す
。
ア
ノ
姉
さ
ア
に
な

ア
」。「
ヲ
ヽ
逢あ

は

し
て
や
る
〳
〵
。
ガ
其
吉
原
と
い
ふ
所
へ
奉
公
に
行

カ
ね
ば
な
ら

ぬ
が
合が

点て
ん

か
」。「
ア
イ
サ
姉
さ
ア
に
逢

ハ
れ
る
事
な
ら
何
し
ろ
つ
て
も
か
ま
や
せ

な
い
さ
」。「
サ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
そ
こ
で
其
奉
公
す
る
に
は
。
お
れ
（
8
ウ
）
を
伯を

父ぢ

じ
や
と
云

ハ
ね
ば
出
来
ず
。
又
姉
に
も
逢

ハ
れ
ぬ
が
よ
い
か
。
ヲ
ヽ
合
点
か
〳
〵
。

サ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
そ
ん
な
ら
お
れ
が
今
連

レ
て
い
て
や
ろ
。
サ
ア
行
き
や
〳
〵
」。「
コ

レ
観
九
待ま

ち
や
」。「
ホ
イ
角す

み

町
の
親
方
。
何

ン
ぞ
用
で
も
ご
ん
す
か
」。「
用
所

か
い
。
観
九
わ
る
い
ぞ
や
〳
〵
」。（
9
オ
）「
ヤ
コ
レ
親
方
。
わ
る
い
と
は
何
が
。

ヱ
ヽ
れ
こ
が
事
か
へ
。
コ
リ
ヤ
お
れ
が
在
所
の
姪め

い

。
奥お

う

州し
う

か
ら
た
つ
た
今
。
ど

こ
へ
な
と
や
つ
て
く
れ
と
い
ふ
て
お
こ
し
た
。
ア
イ
這は

い

出で

で
ご
ん
す
。
ナ
ア
姪

よ
。
コ
リ
ヤ
〳
〵
伯
父
じ
や
ぞ
〳
〵
」。「
ア
イ
サ
う
ん
共
は
伯
父
さ
ア
の
世
話
に

な
り
申

シ
て
。
奉
公
に
（
9
ウ
）
行

キ
申

ス
の
さ
。
こ
が
い
な
者
で
も
置

キ
め
す
な

ら
。
居
る
に
頼
む
」
と
地
ハ
ル
一

ト
筋
に
ウ
姉
に
逢

イ
た
さ
憂う

き

ふ
し
の
ウ
つ
ら
き
苦く

界が
い

に
中
し
づ
む
と
は
。
フ
シ
し
ら
ぬ
心
ぞ
い
ぢ
ら
し
き
。

地
色
ウ
惣
六
つ
れ
〴
〵
お
の
ふ
が
顔
。
ハ
ル
打

チ
詠な

が

め
て
。「
詞
ム
ウ
す
り
や
此
娘
は

（
10
オ
）
貴
様
の
姪め

い

で
。
奥お

う

州し
う

か
ら
今
来
た
じ
や
。
ム
ヽ
よ
し
〳
〵
。
何

ン
と
観

九
此
娘
わ
し
が
買か

い

た
い
売う

つ

て
た
も
〳
〵
」。「
ア
イ
イ
ヤ
も
ふ
ど
こ
へ
な
り
共
売

ル
し
ろ
物
。
直
段
次
第
で
や
り
ま
し
よ
か
い
」。「
ム
ヽ
ス
リ
ヤ
売

ツ
て
た
も
る
か
。

ヱ
ヽ
そ
ん
な
ら
が
ら
り
五
十
両
。（
10
ウ
）
よ
も
や
不
足
に
や
あ
り
や
し
よ
ま
い

が
の
」。「
ハ
テ
よ
ご
ん
す
。
狂き

や
う

言げ
ん

の
筋
し
つ
た
親
方
。
彼か

れ

是
い
ふ
て
は
や
ば
ぜ

ん
さ
く
。
夫

レ
で
は
大
き
な
ま
け
な
れ
ど
。
ヱ
イ
ハ
し
よ
事
が
な
い
ま
け
て
も

や
れ
」
と
。
地
ウ
矢
立

テ
取

リ
出
し
証せ

う

文も
ん

を
。
ウ
こ
て
〳
〵
認し

た
ゝ

め
フ
シ
手
に
渡

タ
せ
ば
。

（
11
オ
）

「
詞
そ
ん
な
ら
観
九
。
ソ
レ
五
十
両
受
取
り
や
」。「
ヲ
ツ
ト
有

リ
が
た
山
吹

キ
の
花

ざ
か
り
。
イ
ヤ
コ
レ
姪め

い

や
。
ソ
レ
随ず

い

分ぶ
ん

と
奉
公
大
事
に
し
て
の
。
そ
し
て
の
ア

ノ
ヽ
。
地
ハ
ル
毒
な
物
く
は
ぬ
様
に
し
て
た
も
や
。
ウ
雨
風
雪
ふ
り
夜よ

更ふ
け

て
は
。
上

腹
ラ

が
い
た
い
と
作さ

く

病び
や
う

お
こ
し
。
中
コ
レ
マ
必

ス

ず
（
マ
マ
（し

く
（
11
ウ
）
ぢ
り
ハ
ル
ち

ら
か
し
て
。
ウ
伯
父
が
名
迄
も
。
キ
ン
呼よ

び

出
す
な
。
詞
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ア
ヽ
ほ
ん
に

マ
ア
孝か

う

行〳
〵

な
者
で
ご
さ
る
は
よ
い
や
い
。
ヨ
ホ
ヽ
イ
ホ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
」。

「
ア
イ
サ
。
伯
父
さ
ア
の
い
か
い
お
世
話
。
サ
礼

イ
は
緩ゆ

る

り
と
い
ひ
申
そ
に
。
近

ち
か
く

く（
マ
マ
（に

ご
ざ
れ
さ
。
ヤ
コ
レ
必

ズ
」
と
地
ウ
何

ン
の
よ
し
み
も
赤あ

か

鬼を
に

の
。
ハ
ル
為
に
売

ラ

れ
て
（
1（
オ
）
中
行

ク
娘
。
ウ
仏

ケ

性し
や
う

な
る
惣
六
が
胸
に
一

チ
物も

つ
ハ
ル
二

タ
人リ

連
レ
フ
シ

吉
原
さ
し
て
立
帰
る
。

地
色
ウ
跡
に
観
九
は
中
五
十
両
。
キ
ン
あ
た
ま
へ
乗
た
り
ウ
ほ
う
べ
ら
を
。
ハ
ル
撫な

で

て

ほ
た
〳
〵
お
い
と
し
ぼ
。「
詞
ム
ヽ
ン
ム
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ハ
ア
ヽ
こ
り

や
マ
ア
味う

ま

い
事
が
有

ツ
た
は
や
い
。
手
も
足

シ
も
な
ふ
五
十
両
。
ヘ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
シ
ヤ
（
1（
ウ
）
ほ
ん
に
マ
ア
味
い
事
ち
や
有

ツ
た
は
や
い
。
何

ン

で
も
是
か
ら
盆ぼ

ん

屋
へ
出
か
け
。
一

ト
銅ど

う

取
ツ

て
ざ
つ
く
〳
〵
。
地
ウ
ど
り
や
趣お

も
む

か

ふ
」
と
い
ふ
後う

し
ろ

へ
。
ウ
出
て
く
る
五
町
ハ
ル
観
九
郎
は
。
ち
や
つ
と
木こ

影か
げ

へ
中
向

カ

ふ
よ
り
。
ウ
飛ひ

脚き
や
く

と
見
へ
て
ハ
ル
い
つ
き
せ
き
。「
詞
コ
レ
〳
〵
物
が
問と

い

た
い
。
浅

草
の
浪
人

ン
者
は
ど
こ
だ
の
」。（
13
オ
）「
ハ
テ
め
つ
そ
う
な
物
の
問

イ
様

フ
。
シ

テ
〳
〵
其
浪
人

ン
者
に
は
何

ン
の
用
じ
や
へ
」。「
サ
レ
バ
〳
〵
。
其
用
と
い
ふ
此

状
箱
。
此
中

カ
は
忝

か
た
じ
け
な

く
も
後ご

醍た
い

醐ご

天て
ん

皇わ
う

様
の
御
宸し

ん

筆ぴ
つ

」。「
ナ
ニ
其
中

カ
の
物
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が
」。「
ヲ
ヽ
サ
〳
〵
」。「
ム
ウ
」
地
ウ
と
立

チ
寄

リ
引

ツ
た
く
れ
ば
。「
ウ
是
は
」
と

驚お
ど
ろ

く
首
筋
を
。
ぐ
つ
と
一

ト
（
13
ウ
）
し
め
ハ
ル
七し

つ

転て
ん

八ば
つ

倒た
う

。
ウ
口
に
手
を
当

テ
フ

シ
カ
ヽ
リ
死し

骸が
い

を
片
寄

セ
中

状じ
や
う

箱ば
こ

を
。
ウ

懐く
は
い

中ち
う

す
る
間
も
ハ
ル
あ
た
り
の
中
気
づ
か
ひ
。

フ
シ

鬧い
そ
が

し
そ
ふ
に
く
る
男
。

「
詞
ヤ
ア
五
町
爰
に
か
。
跡
月

ツ
切

リ
に
借

シ
た
金

ネ
。
元

ン
利
共
に
五
十
両
。
今
お

こ
す
か
サ
ヽ
ど
ふ
じ
や
〳
〵
。
ム
ウ
返

ン
事
の
な
い
は
お
こ
（
1（
オ
）
さ
ぬ
気
じ

や
な
。
よ
い
は
ど
ふ
で
た
ゞ
は
返か

へ

す
ま
い
。
代
官
所
へ
連

レ
て
行
。
サ
ア
立

テ
う

せ
ふ
」
と
い
ふ
後
。「
其
金
わ
し
が
か
し
て
進

ン
ぜ
ふ
」。「
ヤ
ム
ウ
終つ

い

に
見
た
事

も
な
い
お
人
。
金
を
借か

さ

ふ
と
は
」。「
サ
ア
何

ニ
や
ら
急
な
此
場
の
手
詰づ

め

。
救す

く

ふ
て

や
る
の
も
素す

手で

で
は
（
1（
ウ
）
な
ら
ぬ
。
其
質し

ち

物も
つ

に
は
た
つ
た
今
。
ノ
ソ
レ
こ
な

様
の
懐

ふ
と
こ
ろ

へ
。
ア
ヽ
コ
レ
驚お

ど
ろ

く
事
は
な
い
〳
〵
。
何

ニ
も
角か

も
合
点
し
や
。
ガ

サ
其
質
物
預あ

づ
か

ろ
か
い
」。「
ホ
イ
成

ル
程
す
り
や
今
の
を
。
ア
ヽ
是ぜ

非ひ

が
な
い
。

そ
ん
な
ら
当
分

ン
此
一

ト
品
」。「
ヲ
ツ
ト
受
取

ツ
た
。
ソ
レ
五
十
両
」。「
ヱ
ヽ
忝
い
。

サ
ア
金

ネ
戻も

ど

す
受

ケ
取

レ
。
う
ぬ
云

イ
分

ン
の
有

ル
（
1（
オ
）
や
つ
な
れ
ど
。
赦ゆ

る

し
て

こ
ま
す
。
と
つ
と
ゝ
う
せ
ふ
」
と
蹴け

飛と
ば

さ
れ
。
地
ハ
ル
尻し

り

を
フ
シ
か
ゝ
へ
て
逃
帰
る
。

地
ハ
ル
五
町
は
跡
を
色
見
送

ク
つ
て
。「
詞
コ
レ
ハ
マ
ア
ど
な
た
か
存

ン
じ
ま
せ
ぬ
が
。

手
詰づ

め

の
場
所
を
忝
ふ
ご
ざ
り
ま
す
」。「
ハ
テ
礼
よ
り
は
此
宸し

ん

筆ぴ
つ

。
三
百
両
の
相そ

う

場ば

な
れ
ば
。
金

ネ
に
し
た
ら
ば
二

タ
つ
山
じ
や
（
1（
ウ
）
が
合
点
か
。
ソ
レ
人
の
見

ぬ
中

チ
此
死し

骸が
い

を
」「
ヲ
ヽ
合
点
」
と
引

ツ
か
た
げ
。
フ
シ
藪や

ぶ

中
カ

さ
し
て
急
ぎ
行
。

地
ハ
ル
跡
に
観
九
は
色
し
た
り
顔
。「
詞
ヘ
ヽ
ほ
ん
に
マ
ア
け
ふ
の
様

フ
に
絵ゑ

の
付

ク
事

は
な
い
わ
い
。
ハ
ア
こ
り
や
ま
ん
が
直
つ
て
来
た
ぞ
。
ド
レ
マ
ア
三
百
両
の
直ね

打う
ち

の
（
16
オ
）
代し

呂ろ

物
。
ち
よ
と
拝
見
」
と
封
お
し
切
。「
ヤ
ア
〳
〵
〳
〵
コ
リ
ヤ

何
ン

じ
や
。
コ
リ
ヤ
コ
レ
富と

み

の
札ふ

た

じ
や
。
し
か
も
跡あ

と

月げ
つ

の
売う

り

札ふ
だ

。
ヱ
ヽ
け
た
い
な

こ
り
や
や
り
く
さ
つ
た
な
。
儕

レ
遠と

ふ

く
は
行

キ
お
る
ま
い
」
と
。
地
ハ
ル
跡
を
し
た

ふ
フ
シ
て
追

フ
て
行
。

「
地
色
ウ
仕し

す
ま
し
た
り
」
と
立

チ
出
る
五
町
。
ハ
ル
付

キ
添そ

ふ

金
ネ

か
し
（
16
ウ
）
以
前

ン
の
色
飛ひ

脚き
や
く

。「
詞
五
町
様
首し

ゆ

尾び

は
」。「
シ
イ
。
声
が
高

カ
い
。
生い

き

牛う
し

の
目
も
く
り

抜ぬ
く

観
九
め
。
一

ツ
ぱ
い
く
は
し
て
よ
い
気き

味み

〳
〵
」。「
何

ン
と
五
町
様
。
飛
脚
の

仕
打
し
め
殺こ

ろ

さ
る
ゝ
身
あ
ん
ば
い
」。「
イ
ヤ
又
私

シ
が
金

ネ
か
し
の
せ
り
ふ
よ
か

ろ
が
な
」。「
だ
ま
れ
。
い
づ
れ
も
物
事
を
し
づ
（
17
オ
）
か
に
云

ハ
し
や
れ
。
我

レ
等
が
仕
事
は
コ
レ
此
通

リ
」。「
ヤ
こ
り
や
本

ン
堂
に
有

ツ
た
祠し

堂ど
う

金き
ん

」。「
サ
ア
さ

つ
き
に
ち
や
く
と
百
両
包つ

ゞ
み

。
法ほ

う

事じ

の
間
に
す
り
か
へ
た
じ
や
て
。
何

ン
と
き
よ

と
い
か
。
ヤ
彼

レ
是
い
ふ
中

チ
観
九
郎
め
。
又
引

ツ
か
へ
し
て
き
お
ろ
も
知

レ
ぬ
。

跡
は
我

レ
等
に
任

カ
し
て
早
ふ
」。「
そ
ん
な
ら
晩ば

ん

程ほ
ど

サ
ア
（
17
ウ
）
お
じ
や
」
と
。

フ
シ
皆
打

チ
連

レ
て
立

チ
帰
る
。

地
色
ウ
跡
に
閣か

く

然ぜ
ん

か
う
〳
〵
と
胸む

な

積づ
も

り
す
る
鼻は

な

先
キ

へ
。
フ
シ
ハ
ル
う
ろ
〳
〵
き
よ
ろ

〳
〵
中

観く
は
ん

九
郎
。
ハ
ル
坊ぼ

う

主ず

に
ば
つ
た
り
色
行

キ
当

タ
り
。「
詞
ア
イ
タ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

〳
〵
〳
〵
ヱ
ヽ
誰

レ
じ
や
い
の
。
ヲ
ヽ
坊

ン
様

ン
ゆ
る
さ
ん
せ
。
お
り
や
も
ふ
金

ネ

を
か
た
ら
れ
て
い
ま
〳
〵
し
う
て
目
も
見
へ
ぬ
。
ど
つ
（
18
オ
）
ち
へ
う
せ
た
」

と
か
け
出
す
袂た

も
と

。「
ヲ
ツ
ト
待

ツ
た
り
其
金

ネ
の
有

リ
所
い
ふ
て
聞

カ
そ
か
」。「
ヤ

ア
〳
〵
其
金

ネ
と
は
ど
れ
〳
〵
ど
こ
に
」。「
サ
ア
さ
れ
ば
と
よ
。
最さ

い

前ぜ
ん

貴
様
を

衒か
た
つ

た
や
つ
ら
が
。
右

キ
か
ら
左

リ
へ
金
を
か
は
す
と
。
ア
レ
ア
レ
〳
〵
〳
〵
門

ン
に
釣つ

つ

て
有

ル
金か

な

灯と
う

籠ろ
う

の
其
（
18
ウ
）
中
へ
。
ぽ
ゝ
ら
の
ぽ
い
と
ほ
り
上

ケ
た
を
。

コ
レ
此
鼻は

な

が
見
付

ケ
て
置

イ
た
じ
や
て
」。「
ム
ウ
そ
ん
な
ら
金

ネ
は
あ
の
中

カ
へ
」。

「
お
つ
と
待

ツ
た
り
待

チ
給
へ
。
其
形な

り

で
ア
ノ
灯と

う

籠ろ
う

。
上

ケ
た
り
お
ろ
し
た
り
す
る

を
見
付

ケ
ら
れ
て
は
や
か
ま
し
い
。
お
れ
が
し
て
進

ン
ぜ
た
け
れ
ど
。
折を

り

（
19
オ
）

ふ
し
疝せ

ん

気き

で
腰
が
い
た
い
。
コ
レ
〳
〵
此
衣
や
頭づ

巾き
ん

を
借か

さ

ふ
程
に
是
を
着
て
寺ぢ

中ち
う

の
坊
主
が
火
を
灯と

も

す
体て

い

を
見
せ
。
誰

レ
も
こ
ぬ
中

チ
サ
ア
早
ふ
」。「
ヲ
ツ
ト
合
点
。
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イ
ヤ
モ
段

ン
々
お
世
話
。
地
ウ
〳
〵
」
と
ハ
ル
伯は

く

蔵ぞ
う

主す

に
。
ウ
あ
ら
ぬ
こ
つ
て
う
真ま

つ

黒く
ろ

な
。
ウ
閣か

く

然ぜ
ん

に
狐き

つ
ね

に
中
ウ
つ
ま
中
ゝ
（
19
ウ
）
れ
て
。
ハ
ル
ウ
羽は

織を
り

脱ぬ
ぎ

捨
テ

。
ユ
リ 

ウ
衣

と
頭づ

巾き
ん

。
か
ぶ
る
難

ン
義
と
中
露つ

ゆ

程
も
合
。
ハ
ル
し
ら
ぬ
う
つ
そ
り
灯と

う

籠ろ
う

の
合
。
ウ
綱つ

な

に
手
を
か
け
す
る
〳
〵
〳
〵 

フ
シ
カ
ヽ
リ
お
ろ
す
所
へ
中
寺
中
よ
り
。
ハ
ル
出
合

イ

頭
が
し
ら

に
色
男
共
。「
詞
そ
り
や
灯と

う

籠ろ
う

を
盗ぬ

す
み

す
る
。
さ
つ
き
に
祠し

堂ど
う

の
金

ネ
取

ツ
た
も
。
扨

は
儕お

の
れ

に
極き

は
ま

つ
た
」
と
。
地
ハ
ル
た
か
り
か
ゝ
つ
て
（
（0
オ
）
中
大
勢
が
。
ウ
踏ふ

む

や

ら
踏け

る
や
ら
め
つ
た
く
た
。
ウ
た
は
い
や
く
た
い
観
九
郎
。「
こ
り
や
ど
ふ
す
る
」

を
云

ハ
さ
ば
こ
そ
。
ハ
ル

枴お
う
こ

に
ぐ
る
中
〳
〵
棒ぼ

う

し
ば
り
。「
サ
ア
う
せ
お
ら
ふ
」
と

擲た
ゝ

き
立

テ
。
ハ
ル
無
理
に
引

キ
ず
る
寺し

内な
い

の
方
。「
ア
レ
ヱ
〳
〵
」
中
の
泣

キ
声
を
。
ハ

ル
跡
に
聞

キ
捨

テ
閣か

く

然ぜ
ん

は
。
逸い

ち

足あ
し

出
し
て
ぞ
ユ
リ 

三
重
〽
上
逃
帰
る
（
（0
ウ
）

写
本
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
よ
り
「
第
六　

浅
草
の
段
」

　

第
六　

浅
草
の
段

ハ
ル
兎
角
世
界
は
儒
仏
神
ウ
尊
き
三
つ
の
中
其
中
に
。
ウ
栄
ふ
る
筈
か
罪
咎
も
ハ
ル
浅

草
寺
の
ウ
御
宝
前
。
ウ
並
ぶ
方
な
き
繁
昌
と
フ
シ
参
り
下
向
の
其
中

カ
に
。

地
色
人
付
合
も
吉
原
で
大
福
屋
の
惣
六
。
ウ
同
じ
く
跡
に
色
牽
頭
の
五
町
。「
詞
モ
シ

角
町
の
親
方
。
私
は
ち
よ
つ
と
寄

ル
所
が
ご
ざ
り
ま
す
。
お
ま
へ
は
直
に
お
帰
り

な
さ
れ
ま
す
か
」。「
イ
ヤ
江
戸
へ
行
所
も
有
ど
。
待
合
す
人
も
有
ば
ち
よ
つ
と
堺

屋
へ
寄

ツ
て
い
こ
」。「
ハ
イ
〳
〵
夫

レ
な
ら
後
（
63
オ
）
程
〳
〵
」
と
。
地
ウ
五
町

は
ノ
ル
か
し
こ
へ
惣
六
は
茶
屋
の
奥
へ
ぞ
入
跡
へ
。

ハ
ル
フ
シ
に
た
山
通
二
三
人
。
ハ
ル
茶
屋
の
床せ

う

几ぎ

に
色
腰
打
か
け
。「
詞
何
と
善
公
。
日

外
か
ら
め
つ
た
む
せ
う
に
繁
昌
す
る
此
浅
草
。
観
音
様
の
御
利
生
で
此
辺あ

た
り

は
よ

い
金
も
ふ
け
じ
や
な
い
か
い
の
」。「
ヲ
ヽ
ヤ
其
金
も
ふ
け
の
次
手
に
。
奥
州
石
堂

殿
と
や
ら
の
預
り
の
。
後（

マ
マ
（醍

天
皇
様
の
御
宸
筆
と
や
ら
を
。
持
て
居
る
者
が
有
て

差
上
た
ら
。
褒
美
は
金
子
三
百
両
下
さ
る
と
。
お
代
官
様
か
ら
の
云
付
。
何
で
も

こ
い
つ
を
ほ
り
出
し
た
ら
（
63
ウ
）
大

キ
な
仕
合
。
何
と
マ
ア
そ
ん
な
覚
へ
は
な

い
か
い
の
」。「
ヲ
ヽ
ソ
リ
ヤ
隣
の
が
ら
く
た
店
に
。
古
い
櫃
な
ら
た
ん
と
有

レ
と
。

し
ん
ひ
つ
は
一
つ
も
。
ハ
ル
フ
シ
な
い
」
袖
ふ
る
ひ
ハ
ル
茶
の
銭
も
。
ウ
か
る
い
身
に

し
も
志
小
ヲ
ク
リ
お
も
き
。
中
願
ひ
を
観
世
音
は
こ
ぶ
歩
行
も
山
川
の
合
。

詠
歌
深
き
咎
今
よ
り
後
は
よ
も
有
ら
じ
ナ
ヲ
ス
。「
詞
コ
レ
申

シ
。
問
た
い
事
が
ご
ざ

り
申
。
吉
原
で
名
の
高
い
女
郎
サ
ア
。
何

ン
と
云
申
ぞ
知

ツ
て
ゐ
さ
る
な
ら
教
へ

て
く
ん
さ
い
」。「
ヤ
ア
何
じ
や
。
名
の
高
い
女じ

よ

郎ろ
う

い
ふ
て
は
し
れ
ぬ
が
。
夫

レ
は

ど
こ
の
名
は
何
と
」。「
ア
ヽ
コ
ナ
人
は
い
の
。
名
を
知
申

セ
ば
（
6（
オ
）
夫
へ
行

申
。
私う

ん
ら

が
姉
サ
ア
て
こ
さ
る
チ
ヤ
ウ
。
夫
聞
べ
い
と
思
つ
て
。
商
人
や
で
聞
ば

髪
結
所
へ
行
と
云
し
。
其
髪
結
所
で
聞
ば
そ
り
や
通つ

う

に
聞

レ
と
い
ひ
申
。
マ
ア
其

通
殿
か
ら
聞
べ
い
と
思
ひ
付
申

シ
た
」。「
ム
ヽ
其
通
と
は
マ
ア
お
い
ら
だ
が
。
ア

誰
で
有
ふ
な
。
ハ
テ
マ
ア
丁
子
屋
で
丁
山
か
。
ひ
な
鶴
か
。
松
葉
で
松
の
井
か
扇

屋
で
花
扇
か
。
中
近
で
半
夫
か
。
イ
ヤ
〳
〵
今
で
は
蔦
屋
の
人
町
か
し
ほ
絹
か
。

か
ふ
云
て
聞
せ
て
も
。
長
崎
屋
へ
阿
蘭
陀
を
見
物
に
行
た
様
な
物
で
一
つ
も
わ
か

ら
ぬ
。
ハ
テ
気
の
毒
な
尋
物
。
ア
ヽ
是
。
ど
ふ
ぞ
よ
い
手
が
ゝ
り
求
め
て
い
き
や
。

地
ハ
ル
ヱ
ヽ
不
便
や
」
と
夕
間
ぐ
れ
。
ウ
鐘
は
（
6（
ウ
）
上
野
か
浅
草
を
。
フ
シ
わ
さ

く
さ
い
ふ
て
立
帰
る
。

地
色
ウ
始
終
後
に
窺
ふ
て
。
ウ
人
の
難
義
尻
く
ら
ひ
観
九
郎
と
い
ふ
中
悪
ぜ
げ
ん
。
ウ

鷲
く
ま
た
か
も
及
な
き
欲
に
心
の
深
爪
を
。
ウ
猫
撫
声
に
色
傍
へ
寄
。「
詞
コ
リ
ヤ

わ
り
や
姉
を
尋
る
者
そ
ふ
な
が
。
其
姉
に
逢
せ
て
や
ろ
」。「
ヤ
ア
そ
ん
な
ら
お
前

が
姉
サ
ア
を
。
知
て
逢
せ
て
く
れ
め
す
か
チ
ヤ
」。「
ヲ
ヽ
逢
せ
て
や
る
は
や
る
が
。
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コ
リ
ヤ
其
我
が
尋
る
吉
原
と
い
ふ
所
へ
。
奉
公
を
せ
に
や
な
ら
ぬ
ぞ
よ
」。「
サ
ア

姉
サ
ア
に
合
し
て
く
れ
め
し
や
」。「
サ
そ
こ
じ
や
て
。
其
奉
公
す
る
に
は
お
れ
を

伯
父
じ
や
と
云
ね
ば
。
奉
公
に
も
置
ず
又
姉
に
も
逢
れ
ぬ
。
お
れ
を
伯
（
6（
オ
）

父
し
や
と
い
へ
よ
。
ヨ
ヲ
ヽ
合
点
か
〳
〵
。
サ
ア
〳
〵
そ
ん
な
ら
お
れ
が
連
て

行
」
と
。
地
ウ
出
行
こ
な
た
。「
詞
ア
イ
ヤ
コ
レ
観
九
郎
待
た
」。「
ム
ヽ
。
お
れ
を

呼
だ
は
。
ヲ
ヽ
角
町
の
親
方
。
何
ぞ
用
で
も
ご
ん
す
か
」。「
イ
ヤ
外
の
事
で
は
な

い
。
ガ
悪
ひ
事
す
る
な
や
い
。
高
の
知

レ
た
代
呂
物
。
笠
の
台
の
飛
ぬ
先

キ
と
つ

と
ゝ
よ
し
に
仕
た
か
よ
い
ぞ
よ
」。「
イ
ヤ
コ
レ
親
方
。
そ
ん
な
い
や
み
は
云
は
る

な
い
の
ふ
。
此
娘
は
お
れ
が
姪
他
人
の
か
ま
ふ
事
じ
や
な
い
。
ナ
ア
姪
よ
。
コ
リ

ヤ
伯
父
じ
や
ぞ
〳
〵
」。「
ア
イ
伯
父
サ
ア
の
世
話
と
な
り
申
て
奉
公
に
行
申

ス
」

と
。
地
ハ
ル
訳
も
ぐ
は
ん
ぜ
も
泣
顔
は
。
姉
に
逢
た
い
計
に
（
6（
ウ
）
ウ
公
界
の
渕

に
ウ
望
む
か
と
。
ハ
ル
思
へ
ば
い
と
ゞ
惣
六
も
。
ウ
不
便
さ
余
り
色
傍
へ
寄
。「
ヤ
コ

レ
観
九
郎
。
何
か
と
い
ふ
も
面め

ん

倒ど

し
い
。
此
奉
公
人
お
れ
が
買
ふ
。
サ
お
れ
に
売

て
く
れ
」。「
ヲ
ヽ
何ど

国こ

へ
な
と
売
代
呂
物
。
直
段
次
第
で
や
り
ま
せ
ふ
」。「
ム
ヽ

そ
ん
な
ら
年
も
一
は
い
に
五
十
両
。
但
不
足
な
か
。
よ
も
や
不
足
は
有
ま
い
。
ガ

是
で
物
云

イ
有
な
ら
ば
。
お
れ
も
正
体
き
つ
と
糺
す
」「
ア
ヽ
コ
レ
〳
〵
〳
〵
親

方
気
の
短
ひ
。
ヱ
ヽ
〳
〵
夫
で
は
元
直
が
は
づ
れ
る
け
れ
ど
。
ア
ヽ
し
よ
事
が
な

い
」
と
地
ウ
矢
立
取
出
し
証
文
を
。
ハ
ル
認
る
中
「
詞
コ
レ
伯
父
サ
ア
。
あ
の
人
に

奉
公
す
り
や
。
姉
サ
ア
に
逢
れ
申
か
」。「
ヲ
ヽ
よ
い
〳
〵
。
委
細
は
お
れ
か
呑

（
66
オ
）
込
だ
」
と
。
地
ハ
ル
証
文
受
取
惣
六
は
フ
シ
お
の
ふ
引
連
立
帰
る
。

地
金
戴
て
ぞ
く
〳
〵
と
。
ハ
ル
悦
ぶ
折
か
ら
来
か
ゝ
る
中
五
町
。
ハ
ル
観
九
は
こ
か
げ

へ
向
ふ
よ
り
。
ハ
ル
飛
脚
と
見
へ
て
ば
ち
鬢
頭
ウ
行
当
つ
て
。「
詞
コ
レ
〳
〵
物
問

ふ
。
ヱ
ヽ
浅
草
の
浪
人
者
は
ど
こ
た
」。「
ハ
テ
め
つ
そ
ふ
な
浅
草
の
浪
人
者
と
は

つ
ま
ら
ぬ
問

イ
や
ふ
。
シ
テ
其
浪
人
者
に
何
の
用
で
」。「
イ
ヤ
サ
其
御
用
と
い
ふ

は
此
状
箱
。
急
に
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
物
。
此
中
に
は
忝
も
後
醍
醐
天
皇
様
の
御

宸
筆
。
ゑ
ら
い
金
に
成
代
呂
物
」。「
ナ
ニ
其
中
な
物
が
金
に
成
か
」。「
ヲ
ヽ
サ

〳
〵
」。「
ム
ヽ
ど
れ
ち
よ
つ
と
見
せ
さ
つ
し
や
れ
」。「
ア
ヽ
イ
ヤ
〳
〵
夫
か
ら

こ
ら
ふ
じ
。
是
は
コ
レ
大
事
の
（
66
ウ
）
物
。
中

カ
々
町
人
風
情
の
見
る
物
で
な

い
」
と
。
地
ウ
ふ
り
も
ぎ
る
の
を
引

ツ
た
く
り
。「
ハ
ル
是
は
」
と
立
寄
首
筋
色
掴
み
。

ウ
ぐ
つ
と
一

ト
し
め
フ
シ
し
つ
て
ん
八
倒
。

地
ウ
口
に
手
を
当
死
骸
片
寄
状
箱
を
。
ウ
懐
中
す
る
間
も
傍
の
気
遣
ひ
ハ
ル
フ
シ
鬧い

そ

が

し
そ
ふ
に
来
る
男
。「
詞
ヤ
ア
こ
な
た
爰
に
居
る
か
。
我
は
〳
〵
〳
〵
〳
〵
ナ
ア
。

先
月
切
に
貸
た
金
。
元
利
共
に
五
十
両
。
け
ふ
の
明
日
の
と
嘘
を
つ
き
。
よ
ふ
す

つ
ぽ
り
と
は
め
た
な
ア
。
サ
ア
今
よ
こ
す
か
サ
ア
ど
ふ
じ
や
。
ム
ヽ
返
事
の
な
い

は
よ
こ
さ
ぬ
気
じ
や
な
。
ど
ふ
で
た
ゞ
て
は
返
す
ま
い
。
お
代
官
所
へ
連
て
行
。

地
ウ
サ
ア
〳
〵
（
67
オ
）
あ
ゆ
め
」
と
引
立
る
。「
地
ウ
マ
ア
〳
〵
待
て
」
と
詫
る

を
も
。
ハ
ル
聞
ぬ
半
へ
色
観
九
郎
。「
詞
其
金
お
れ
が
貸
て
し
ん
ぜ
う
」。「
ム
ヽ
終

に
見
た
事
も
な
い
人
が
。
金
を
貸
ふ
と
お
つ
し
や
る
は
」。「
サ
ア
何
や
ら
急
な
此

場
の
手
詰
そ
こ
が
相
談
。
知
ら
ぬ
人
に
只た

ゞ

は
か
さ
ぬ
。
何
ぞ
質
物
が
ヲ
ス
見
た
い
」。

「
ア
ヽ
イ
ヤ
質
物
が
有
程
な
ら
ば
此
難
義
は
」。「
ハ
ア
テ
扨
。
其
質
物
は
た
つ
た

今
。
こ
な
様
の
懐
へ
。
ア
イ
ヤ
コ
レ
〳
〵
驚
く
事
は
な
い
。
彼
ナ
。
今
の
代
呂
物

預
り
や
し
よ
か
い
」。「
ホ
イ
夫

レ
な
れ
ば
先
当
分
は
貴
様
に
是
を
」。「
ヲ
ヽ
し
つ

か
り
と
預
つ
た
。
ソ
レ
五
十
両
遣
は
ん
せ
」。「
ヱ
ヽ
忝
い
。
サ
ア
金
戻
す
（
67

ウ
）
ソ
レ
受
取

レ
。
う
ぬ
云
分
有
や
つ
な
れ
と
赦
し
て
く
れ
る
。
長
居
せ
ば
張
の

め
す
」
と
。
地
ハ
ル
立
蹴
に
は
つ
た
と
蹴
倒
せ
ば
フ
シ
尻
を
か
ゝ
へ
て
逃
帰
る
。

地
色
五
町
は
跡
を
色
見
送
り
て
。「
詞
ど
な
た
か
は
存
ま
せ
ぬ
が
。
お
心
入

レ
忝
い
。

ガ
念
の
為
中

カ
を
改
て
」。「
ハ
テ
よ
い
わ
い
の
。
褒
美
の
金
は
山
割
。
人
殺
し
を

云
は
ぬ
と
い
ふ
証
拠
は
こ
つ
ち
も
同
類
」。「
ム
ヽ
夫

レ
な
ら
ば
其
時
迄
。
シ
テ
此
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死
骸
は
」。「
ハ
テ
奥
山
の
片
隅
へ
人
の
し
ら
ぬ
を
幸

イ
に
」。「
地
ハ
ル
合
点
〳
〵
」

と
引
か
た
げ
。
ウ
し
げ
み
を
フ
シ
さ
し
て
急
ぎ
行
。

ハ
ル
観
九
郎
は
色
し
た
り
顔
。「
詞
コ
リ
ヤ
け
ふ
の
様
に
画
が
付
事
は
な
い
わ
い
。

一
寸
（
68
オ
）
く
る
と
田
舎
娘
五
十
両
の
た
ゞ
取
。
又
宸
筆
の
堀
出
し
。
さ
つ
き

に
ち
ら
と
聞
て
居
た
。
是
を
持
て
行
ば
三
百
両
の
褒
美
。
コ
リ
ヤ
無
尽
場
で
貰
ふ

た
百
。
さ
ら
ち
よ
ぼ
で
十
貫
に
成
た
様
な
物
じ
や
。
よ
い
事
は
二
つ
な
い
と
い
へ

ど
。
斯
よ
い
事
の
つ
ゞ
く
と
云

フ
は
。
わ
し
が
運
の
強
い
の
か
。
ム
ヽ
ハ
ア
〳
〵

ム
ヽ
フ
ウ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
。
し
た
が
其
宸
筆
と
や
ら
。
ど
ん
な
物
じ
や
見
た
事
が

な
い
。
次
手
に
拝

モ
」
と
封
押
切
。
地
ウ
明
れ
ば
中
に
は
ハ
ル
富
の
札
。「
詞
し
か
も

一
昨
日
突
た
の
じ
や
。
ヤ
ア
〳
〵
扨
は
。
ア
イ
ヤ
ま
だ
折
紙
が
添
て
有
。
是
が
彼

宸
筆
と
や
ら
（
68
ウ
）
か
」
と
。
地
う
や
〳
〵
敷
色
押
開
き
。「
詞
ヱ
ヽ
何
々
た
ば

か
り
申
一
札
の
事
。
ヤ
ア
〳
〵
〳
〵
コ
リ
ヤ
一
つ
も
合
点
が
行
ぬ
。
質
入
証
文
。

売
買
証
文
。
誤
り
一
札
抔な

ど

は
有（

マ
マ
（

リ
中

チ
。
た
ば
か
り
一
札
と
云
事
。
古
へ
い
か
み

の
権
太
を
始
今
此
方
に
至
る
迄
。
終
に
仕
た
事
も
聞
た
事
も
な
い
。
が
ま
づ
文
段

を
見
た
上
で
」
と
。
地
又
う
や
〳
〵
敷
色
押
開
き
。「
詞
ヱ
ヽ
何
々
た
ば
か
り
申
一

ツ
札
の
事
。
一
つ
其
方
義
。
強
俗

（
マ
マ
（非

道
か
ぎ
り
な
く
。
今
日
も
田
舎
娘
を
か
と

は
か
し
。
五
十
（
69
オ
）
両
の
金
た
ば
か
り
し
事
慥
に
見
届
。
此
科
代
に
最
前
の

飛
脚
と
云
合
せ
。
〆
殺
せ
し
真
似
も
借
金
乞
も
。
皆
拵
の
手
事
に
て
。
右
五
十
両

の
金
子
此
方
へ
せ
し
め
る
物
也
。
む
だ
骨
の
観
九
郎
殿
先
刻
の
三
人
。
ヤ
ア
〳
〵

〳
〵
〳
〵
。
扨
は
皆
々
云
合
せ
。
か
た
り
自
慢
の
此
観
九
郎
を
。
深
い
所
へ
や
り

お
つ
た
な
ア
。
地
ハ
ル
遠
く
は
行
じ
」
と
一

ツ
さ
ん
に
。
ウ
何
国
を
当

テ
か
雲
か
す
み

跡
を
し
た
ふ
て
三
重
〽
上
お
ふ
て
ゆ
く
（
69
ウ
）
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